
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

町
で
は
、
現
在
72
人
の
民
生
委
員
が
、

厚
生
労
働
大
臣
の
委い
し
ょ
く嘱

を
受
け
、
日
ご
ろ

か
ら
住
民
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、相
談
・

助
言
・
援
助
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
関
係

機
関
と
協
力
し
て
、
地
域
保
健
福
祉
の
推

進
を
め
ざ
し
、
自
主
的
・
主
体
的
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
民
生
委
員
は
児
童
委

員
も
兼
ね
て
お
り
、
児
童
福
祉
の
向
上
に

も
努
め
て
い
ま
す
の
で
、「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
な
お
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か
に
は
、
児

童
問
題
を
専
門
に
担
当
す
る
「
主
任
児
童

委
員
」
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
当
町
で
は

３
人
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
こ
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

役
割
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

社
会
奉
仕
の
精
神
で
地
域
住
民
の
立
場

に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
住

民
が
尊
厳
を
持
っ
て
そ
の
人
ら
し
い
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

お気軽にご相談ください

 　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
町
、
県
、

国
と
三
段
階
の
過
程
を
経
た
後
、
国
（
厚

生
労
働
大
臣
）
が
委
嘱
し
ま
す
。

①　

地
域
の
実
状
に
精
通
し
、
社
会
福
祉

　

に
対
す
る
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人
で
、

　

年
齢
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

　

い
る
人
が
候
補
者
と
し
て
自
治
会
か
ら

　

推
薦
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
推
薦
さ
れ

　

た
候
補
者
は
、
町
に
設
置
さ
れ
た
民
生

　

委
員
推
薦
会
で
選
考
が
行
わ
れ
た
後
、

　

埼
玉
県
知
事
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

②　

知
事
は
、
選
ば
れ
た
人
び
と
に
つ
い

　

て
埼
玉
県
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
の
意

　

見
を
聞
い
た
後
、
国
（
厚
生
労
働
大
臣
）

　

に
推
薦
し
ま
す
。

③　

県
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
は
、
最

　

終
的
に
国
（
厚
生
労
働
大
臣
）
が
委
嘱

　

し
ま
す
。 

　

１
期
が
３
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
再
任
も
可
能
で
す
。
過
去
、
長
い
人

で
は
、
10
期
（
30
年
）
以
上
、
地
域
の
た

め
に
活
動
し
て
き
た
人
も
い
ま
す
。

　

現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期

は
、
平
成
19
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

11
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
法
第
10
条
に
は
、
給
与
を
支

給
し
な
い
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
り
ま

す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
全
員
が
、
「
毛

呂
山
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
」

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
で

は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
き
、
研
修
会
を

行
っ
た
り
、
地
域
の
福
祉
問
題
の
分
析
や

担
当
し
て
い
る
世
帯
へ
の
援
助
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
り
し
て
い
る

ほ
か
、
情
報
交
換
や
委
員
同
士
の
連
携
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

 

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
行
政
区
（
自
治
会
）
を
単
位
と

し
て
担
当
区
域
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
１
人
の
委
員
が
担
当
す
る
世

帯
数
は
、
お
お
む
ね
２
０
０
世
帯
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
規
模
の
大
き
な
行

政
区
の
場
合
に
は
、
い
く
つ
か
の
区
域
に

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
ご
と
に
民

生
委
員
が
置
か
れ
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
主
任
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、

と
く
に
担
当
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
町

内
全
体
を
３
人
の
委
員
で
担
当
し
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

ご

か

す

で

じ
存

？

活
動
の
目
的
は

　
　

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
？

ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
る
の
？

任
期
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

ど
の
よ
う
な

　

組
織
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
？

担
当
す
る
区
域
は

　
　

決
ま
っ
て
い
る
の
？

民
生
委
員
に

　
　

報
酬
は
出
て
い
る
の
？
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毛呂山町民生委員・児童委員協議会副会長

　　　　海
かいほ

保　美
み つ え

津枝さん

①　

身
近
な
相
談
相
手

　

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人
、
子
育
て
に
心
配
が
あ
る
人

な
ど
の
福
祉
に
関
す
る
幅
広
い
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

②　

橋
渡
し
・
情
報
提
供

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
町
や
関
係
機
関

へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、
ま
た
、
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

③　

地
域
福
祉
の
推
進
役

　

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、
地
域
の

学
校
、
児
童
館
な
ど
の
行
事
な
ど
に
参
加
、

協
力
し
、
地
域
と
の
連
携
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
の
活
動
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
新
た
な
問
題
点
や
改
善
策
に
つ
い

て
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
や
関
係
機
関
に

伝
え
て
い
き
ま
す
。

④　

調
査
・
協
力
・
連
携

　

担
当
区
域
内
の
実
態
や
課
題
の
把
握
に

努
め
、
ま
た
、
町
が
実
施
す
る
調
査
や
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
福
祉
事
業

な
ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

⑤　

子
育
て
支
援

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
子

育
て
サ
ロ
ン
へ
の
協
力
な
ど
を
通
じ
、
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の
交
流

の
手
助
け
を
し
た
り
、
相
談
を
受
け
る
な

ど
、
子
育
て
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
お
い

て
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
世

帯
を
地
区
役
員
の
人
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
把
握
し
て
い
く
「
災
害
時
一
人
も

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

見
逃
さ
な
い
運
動
」
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
役
割
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い
」、
「
事
情
に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
い

る
」、
「
子
育
て
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み

を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」、
「
近
所
で
子
ど

も
や
高
齢
者
の
虐
待
が
あ
る
よ
う
だ
」
な

ど
生
活
上
の
こ
と
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
毛
呂
山
町
で
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
受
け
る
年
間
の
相
談
・
支
援
件

数
は
、
平
成
20
年
度
で
２
３
４
０
件
、
相

談
内
容
の
多
い
順
で
は
、
高
齢
者
に
関
す

る
相
談
が
約
６
割
を
占
め
、
次
に
子
ど
も

に
関
す
る
相
談
、
障
害
者
や
そ
の
他
に
関

す
る
相
談
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け

た
相
談
内
容
の
秘
密
を
守
り
ま
す
。
個
人

の
人
格
を
尊
重
し
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
こ
と
や
お
住

ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

つ
い
て
聞
き
た
い
場
合
は
、
役
場
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係
ｔ
２
９
５

　

―

２
１
１
２
内
線
１
１
１
・
１
１
２ 

ど
の
よ
う
な
相
談
が
あ
る
の
？

相
談
の
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
か
？

地域の皆さんが元気でいてくれる
ことがなにより嬉しく思います

　地域の皆さんに支えられ、民生委員を務
めさせていただいて、もう 24 年になります。
少しずつですが、皆さんの力になれるよう
努力してまいりました。
　民生委員は、地域の皆さんのご相談をお
受けすることが主な仕事です。相談に来て
いただいた人に対して些

ささ い

細ですが、助言を
するなどできることをさせていただいてい
ます。地域に貢献したいとの一心で務めて
いますが、お礼を言われたときは民生委員
をしていてよかったと心から思えました。
　最近は、少子高齢化問題など地域社会が
複雑になり、近所付き合いも希薄になって
きていると感じています。民生委員として
仕事をしていても、人との関わり方が難し
くなってきていると感じることがあります。
しかし、なかなかお話をしていただけない
人でも挨拶から始め、根気よく付き合って
いくうちに、打ち解けてくれた人もいまし
た。これからは、民生委員も含め、地域全
体でそのような試みが必要なのではないで
しょうか。まずは、ご近所でひと声掛け合
うことが大切だと思います。
　民生委員は、それぞれの地域で信頼を得
ることが一番必要です。地域の人にもっと
民生委員のことを知ってもらうように、少
しずつでも地域の皆さんとお話しができる
機会を設けていくことが必要だと思います。
そうしていくうちに徐々にお話をしてくれ
る人も増えてきます。ほんの些細なことか
らでも始めることで、私たちと地域の皆さ
んが信頼という絆

きずな

で結ばれ、地域の皆さん
が元気になるためのお手伝いができれば、
なにより嬉しいことだと思います。

5


	ｍ-2010-03-p04
	ｍ-2010-03-p05

